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「農村集落元気づくり事業」のモデル地域に選

定され、10年に県内外の大学と連携して「集

落活性化プラン」をとりまとめた。これを契

機に地区住民主体の地域づくりが盛り上がり、

12年には直売所、14年には加工所が開設する

など、多岐にわたる取組みが展開することに

なった（第１表）。同年には赤田地域運営協議会

（以下「協議会」）が設立され、取組みを組織的

に行う体制も整った。

協議会では現在、「直売所・加工・スーパー

部会」「そば・ピザ部会」「人材育成・ガイド・

企画部会」「特産品部会」の４部会で、120人

ほどの住民が活動している。

2　しんせいサービスと協議会の「支援協定」

赤田地区では、地区内唯一の商店が、店主

の高齢化を理由に廃業を検討しており、将来

的に地区の高齢者が自力で買い物をすること

が難しくなるという危惧が高まっていた。

そこで、協議会は15年に秋田県「お互いさ

まスーパー創設事業」に手を挙げ、自ら店舗

を設立して運営に取り組むことを決めた。し

過疎高齢化が進む中山間地域では、住民た

ちが自ら「地域運営組織」と呼ばれる組織を

立ち上げ、買い物支援や高齢者福祉などに取

り組む例が増えている。ただし、取組みの難

易度が上がるほど、それを住民組織だけで実

施することは難しく、専門的なノウハウを持

つ組織・団体との連携が必要となる。

その連携先の一つとして期待がかかるのが、

多様な事業ノウハウを有するJAグループであ

る。こうした連携の事例として、株式会社ジ

ェイエイ秋田しんせいサービス（以下「しんせ

いサービス」）による「赤田ふれあいスーパー」

の運営支援について紹介したい。

1　地域づくりに取り組む赤田地区

「赤田ふれあいスーパー」のある赤田地区は、

秋田県由利本荘市の北部に位置する中山間地

域である。山菜の恵みをもたらす里山などの

豊かな自然に囲まれ、長谷寺に安置される十一

面観音立像（通称・赤田の大仏）や夏の赤田大仏

祭りなどの史跡・郷土芸能を目当てに、年間

３万人もの観光客が訪れる。

しかし、全国の中山間地域の例にもれず、こ

の赤田地区でも、人口は2016年時点で343人と

40年前の半数近くにまで減少し、高齢化率も

47.6％に達するなど、過疎高齢化が進行してい

る。13年には地区の児童が通う小学校も閉校

し、地域の衰退に対する危機感は高まる一方

であった。

こうした折、赤田地区は09年に由利本荘市
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かし、住民組織である協議会に商品の仕入れ

や店舗運営に関するノウハウがあるわけでは

ない。そこで協力を求めたのが、しんせいサ

ービスであった。

同社は、秋田県由利本荘市およびにかほ市

を管内とするJA秋田しんせいのグループ会社

で、Ａコープ９店舗、給油センター11か所、自

動車センター３か所を運営するほか、食材宅

配事業やLPガス事業なども実施している。

JAグループの一員として地域密着を掲げる

同社は、協議会からの協力要請を快諾し、両

者は16年３月27日に仕入れや店舗運営に関す

る「支援協定」を締結した。

3　「赤田ふれあいスーパー」の運営状況

こうして、協議会が運営する「赤田ふれあ

いスーパー」は、16年３月30日に開店した。営

業時間は午前９時から午後３時までで、年末

年始とお盆を除いて毎日営業している。店番

は協議会の担当者が交代して勤める。

「赤田ふれあいスーパー」には、食料品から

日用雑貨まで100種類あまりの商品が並ぶが、

「支援協定」によって仕入れ先がしんせいサー

ビスに一本化されたことで、発注や支払いに

かかる協議会の事務負担は大幅に簡略化され

ている。店頭価格も、しんせいサービスがＡ

コープ店頭価格から割り引いた価格で商品を

卸してくれるため、一般のスーパーに近い価

格帯に設定することが可能となっている。

開店当初は店舗運営に慣れず、単月で赤字

となることもあったが、しんせいサービスか

らアドバイスも受けながら運営方法を適時見

直してきた結果、開店から16年末までトータ

ルの収支はほぼ均衡とすることができた。

4　「赤田ふれあいスーパー」の成果

「赤田ふれあいスーパー」は、もちろん高齢

者の買い物支援に大きな役割を果たしている

が、成果はそれだけではない。併設する「赤

田ふれあい直売所」の売上げが、同スーパー

設立以前に比べて1.5～２倍に拡大するなど、住

民にとって喜ばしい成果も表れている。

また、「赤田ふれあいスーパー」の周辺は、

協議会が会議を行う施設である「東光館」や

直売所、加工所などが集まる、まさに「小さ

な拠点」である。「東光館」の一室は週に２回

開放され、高齢者が交流を楽しむ場となって

きたが、同スーパーができたことで、周辺の

拠点としての機能はさらに高まった。

協議会では、弁当の配食サービス、観光客

向けの土産・特産品の開発など、新たな展開

を企画しているが、今後も必要に応じてJAや

しんせいサービスに連携を求めていきたいと

している。両者の連携は、JAグループが機能

を発揮し、住民組織の活動を支援している事

例として注目されよう。
（てらばやし　あきら）

高齢者の買い物支援を目的に開設された「赤田ふれあい
スーパー」
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